






研究の成果 2 件を、実施からおよそ 30 年後となる 2019 年の視点からふ
りかえって再検討する。筆者はこれらの研究において、当時まだ「実際
に存在していない放送メディアの可能性を考える」（後藤 A、文献の挙
示方式は後述）目的で理論的な考察を行っていた。1985 ～ 1990 年の東





























































































































































































　「もし仮に 2 時間の番組を 5 分に圧縮して（120/5 ＝ 24 倍の速度で）
放送することが可能であれば、1 日 24 時間分の放送を 1 時間で送出
することができるようになる。すなわち、従来の（リアルタイムの）





















































































さに起因するものであるといってよい。A 紙の 1 面を読み、次に B
48
（32）




































ルタイムに A 局の番組 X を視聴しておきながら、同時刻に放送されて
いる B 局の裏番組 Y をこのメモリーにいったん記録させておき、番組















mpeg2 や mpeg4 などの圧縮形式）は、90 年代半ば以後に本格的に策定
されて普及しはじめる。1991 年の段階では、デジタルな音声動画デー
タの圧縮方式もあまり普及しておらず、そのような録画データを記録す























６40 ドットの VGA 画質相当）が一般的だった時代に、デジタル方式で
のテレビ放送の具体的な各種の規格やデータ量までを想定することは、
筆者には困難だったということだろう。

























































































































したけれども、8 系統なら 8 系統分のメモリーに、それぞれに対応す



































































































































い た 国 際 公 衆 デ ー タ 伝 送 サ ー ビ ス「VENUS-P」（ ビ ー ナ ス・ ピ ー、
Valuable and Efficient Network Utility Service-Packet） に 個 人 加 入 し、




































7 ）　いわゆる 4K8K 表示が可能なテレビ用ディスプレー装置は、すでに普及
期に入っている。高解像度ディスプレーは、受け手の視線を、より自由に
画面の各所に注目させると期待されてきた。現時点でこれに類する注目さ























8 ）　1990 年に、米 General Instrument（GI）社が DigiCipher という映像の
デジタル圧縮・伝送方式を発表している。同方式は、現在の mpeg 圧縮方
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